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令和６年度 

羽曳野市職員倫理条例の運用状況について 

 

 羽曳野市職員倫理条例（平成 31 年羽曳野市条例第 12 号。以下「倫理条例」と

いいます。）第 12 条の規定により、令和６年度の職員倫理に関する状況につい

て、以下のとおり公表します。 

 

（１）職員の職務に係る倫理の保持に関する状況について 

 

① 贈与等報告書の報告の状況 

 次に掲げる場合が対象となります。 

  ア．職員が事業者等から１件につき 5,000 円を超える贈与等を受けた場合 

  イ．職員の職務との関係に基づいて提供する人的役務に対して、職員が１件

につき 5,000 円を超える報酬を受けた場合 

 

令和６年度 ０件 

 

② 講演等届の届出の状況 

 職員が利害関係者からの依頼に応じて報酬を受けて講演等を行った場合が対

象となります（ただし、地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 38 条第１項

に基づく営利企業等従事制限許可を受けた場合を除きます。）。 

 

令和６年度 ０件 

 

③ 飲食許可の状況 

 職員が利害関係者と自己の費用を負担して共に飲食をする場合が対象となり

ます。 

 

令和６年度 １４件 

 

④ 倫理条例等に違反することを理由として行った懲戒処分等の状況 

 職員が倫理条例等に違反したとして行った懲戒処分等が対象となります。 

 

令和６年度 ０件 
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（２）職員の職務に係る倫理の保持に関して講じた措置について 

 

① 職員に対する研修の状況 

 倫理条例、コンプライアンス等に関して実施した研修の状況です。 

 

 
研修名 開催日時 対象者 

参加 

人数 
備考 

１ 新規採用職員研修 令和６年４月１日 
新規採用

職員 
24 人  

２ 
コンプライアンス  

研修 
令和６年４月３日 

新規採用

職員 
24 人  

３ 
公務員倫理とコンプ

ライアンス研修 

令和６年８月１日～

９月３０日 

採用２年

目職員他 
19 人 

e ラーニ

ング 

  

 

② その他の取組みの状況 

  ○職員倫理カード等の配布 

   新たに採用された職員を対象に、以下の職員倫理カードや職員倫理保持

に係るチラシ等を配布し、職員倫理の保持を図りました。 

 

≪職員倫理カード≫ 

 

        （表）                 （裏） 
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○コンプライアンスに関するセルフチェックの実施 

 実施日 

・令和６年７月２９日 

 ・令和６年１２月１０日 

   対象者 

    正規職員、再任用職員、任期付職員、月給制の会計年度任用職員 


